
 

　

第　

回
積
丹
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

19

ス
ト
（
積
丹
観
光
協
会
主
催
、
全
日

本
写
真
連
盟
積
丹
支
部
主
管
、
積
丹

町
な
ど
後
援
）
の
審
査
が
行
わ
れ
、

町
内
外　

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

95

グ
ラ
ン
プ
リ
の
積
丹
町
長
賞
に
積
丹

町
美
国
町
の
葛
西
敏
夫
さ
ん
の
作
品

『
厚
苫
岬
③
』が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
準
グ
ラ
ン
プ
リ

「
朝
霧
漂
う
」

柳
渡　

利
雄
さ
ん
（
余
市
町
）

「
な
ぎ
さ
夕
映
え
」

石
岡　

誠
三
さ
ん
（
余
市
町
）

「
黒
潮
」

嵯
峨　

秋
雄
さ
ん
（
小
樽
市
）

▼
優
秀
賞

「
湯
う
陽
」

松
野　
　

力
さ
ん
（
小
樽
市
）

「
道
」

嵯
峨　

秋
雄
さ
ん
（
小
樽
市
）

「
天
狗
の
火
渡
り
」

奥
田　

順
久
さ
ん
（
大
阪
府
）

「
天
狗
と
岬
」

井
端　

順
司
さ
ん
（
積
丹
町
）

「
宝
島
と
ゴ
メ
島
」

大
音　

勇
人
さ
ん
（
滋
賀
県
）

「
夕
照
」

東　
　

久
子
さ
ん
（
札
幌
市
） 

「
遠
い
春
」

榎　
　

英
子
さ
ん
（
札
幌
市
）

「
星
雲
（
せ
い
う
ん
）」

小
野　

嘉
春
さ
ん
（
札
幌
市
）

「
喜
ぶ
小
若
」

金
子　

勝
彦
さ
ん
（
余
市
町
）

【
あ
な
た
の
思
い
出
に
残
る
積
丹
の

風
景
部
門
】

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
応
募
が

可
能
と
な
り
、
応
募
総
数
１
３
４
点

の
中
か
ら　

作
品
が
入
賞
し
て
お
り

16

ま
す
。

▼
グ
ラ
ン
プ
リ

「
―
Ｓ
ｕ
ｎ　

Ｓ
ｅ
ｔ
―
に
誓
う
」

奥
田　

恵
理
さ
ん
（
札
幌
市
）

※
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
積
丹
観

光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開

し
て
い
ま
す
。
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平
成　

年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

19

　

月
３
日
付
け
で
、
幌
武
意
町
の
成

11田
竹
義
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

成
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
消
防

28

団
入
団
以
来
、
漁
業
を
営
む
か
た
わ

ら
、　

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
防
災

41

活
動
に
尽
力
し
、
火
災
は
も
と
よ
り

あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
昭
和　
62

年
か
ら
７
年
間
は
、
第
二
分
団
（
幌

武
意
町
）
の
分
団
長
と
し
て
防
火
思

想
の
高
揚
、
地
域
の
治
安
維
持
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、　

月
５
日
役
場
町
長

12

室
で
町
及
び
消
防
関
係
者
の
臨
席
の

も
と
益
子
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

成
田
さ
ん
は
「
受
賞
し
た
と
聞
い

た
と
き
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。
地
域

の
安
全
を
守
る
と
い
う
当
た
り
前
の

こ
と
を
し
て
き
た
だ
け
で
す
。」と 
謙 けん

 
遜 
し
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん

　

こ
の
受
章
を
心
か
ら
祝
福
す
る
と

と
も
に
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

毎
年
、
地
域
の
自
治
活
動
等
を
推
進

す
る
た
め
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
今
年
度

は
除
雪
機
３
台
（
２
、
３
０
０
千
円

全
額
助
成
）
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

当
町
は
、
豪
雪
及
び
特
別
豪
雪
地

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
年
間
平
均

８
ｍ
を
超
え
る
降
雪
量
と
３
割
近
く

が
独
居
老
人
世
帯
で
あ
る
た
め
、
冬

期
間
の
生
活
維
持
に
は
効
率
的
な
除

雪
作
業
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
小
型
除
雪
機
３
台
の
整
備

充
実
に
伴
い
、
海
岸
線
沿
い
に
集
落

が
点
在
す
る
地
理
的
条
件
を
踏
ま
え

た
中
で
短
時
間
で
よ
り
効
率
的
な
除

雪
作
業
が
可
能
と
な
り
、
地
域
住
民

の
冬
期
間
に
お
け
る
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
の
維
持
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
全

国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
社
会

や
暮
ら
し
な
ど
私
た
ち
の
身
の
回
り

で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

初
冬
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取

り
組
み
今
年
で
６
年
目
と
な
る
「
ど

っ
こ
い
積
丹
冬
の
陣
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
弾
「
鮨
と
鍋
」
は
、　

月　
11

17

日
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
道
内
各
地
か
ら
観
光
バ
ス
や
マ

イ
カ
ー
で
訪
れ
た
約
１
、
２
０
０
人

は
積
丹
の
旬
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

　

鮨
職
人
と
地
元
料
理
人
が
腕
に
よ

り
を
か
け
て
握
っ
た
ア
ワ
ビ
や
イ
ク

ラ
、
ブ
リ
な
ど
旬
の
ネ
タ
が
入
っ
た

一
人
前
８
カ
ン
セ
ッ
ト
３
千
食
や
ホ

ッ
ケ
の
す
り
身
と
生
の
り
を
使
っ
た

ど
っ
こ
い
積
丹
鍋
、
積
丹
沖
で
釣
り

上
げ
た
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
、
新

鮮
な
マ
グ
ロ
の
海
鮮
丼
４
百
杯
な
ど

も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
同
日
に
実
施
さ
れ

た
外
国
人
観
光
事
業
者
を
対
象
に
し

た
積
丹
半
島
周
遊
ツ
ア
ー
（
後
志
支

庁
主
催
）
参
加
者
約　

人
も
神
威
岬

10

な
ど
を
見
学
し
た
後
、
同
イ
ベ
ン
ト

で
、
日
本
海
の
旬
の
味
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
に
は
、
第
２
弾
「
鍋
の

12
競
演
」
が
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
と
れ
た
ブ
リ
や
ソ
イ
な
ど

旬
の
魚
を
使
っ
た
鍋
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
も
の
で
、
町
内
の
民
宿
や
旅
館

の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
、
ソ
イ
鍋
２
種
類
、
ニ
シ
ン
の
三

平
汁
、
ゴ
ッ
コ
汁
、
カ
レ
ー
風
味
の

ブ
リ
鍋
、
み
そ
キ
ム
チ
味
の
タ
ラ
鍋
、

ホ
ッ
ケ
す
り
身
の
ど
っ
こ
い
積
丹
鍋

の
７
種
類
、
直
径　
�
の
大
鍋
で
合

80

わ
せ
て
７
０
０
食
分
を
一
杯
１
０
０

円
以
上
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
と
し

て
提
供
し
ま
し
た
。

　

午
前　

時
の
開
始
前
に
は
札
幌
方

11

面
か
ら
の
観
光
バ
ス
３
台
で
や
っ
て

き
た
行
楽
客
や
開
始
時
間
に
合
わ
せ

入
浴
を
終
え
た
客
な
ど
が
鍋
の
前
に

ど
ん
ぶ
り
を
片
手
に
ず
ら
り
長
蛇
の

列
を
つ
く
り
ま
し
た
。
コ
ク
の
あ
る 

み
そ
味
や
風
味
豊
か
な
積
丹
生
ノ
リ

を
散
ら
し
た
し
ょ
う
ゆ
味
、
ピ
リ
ッ

と
辛
い
キ
ム
チ
味
の
鍋
に
、
ア
ツ
ア

ツ
の
鍋
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
香
り
が
会

場
を
包
み
込
み
、
次
々
と
お
か
わ
り

す
る
客
が
続
出
、
開
始
わ
ず
か　

分
30

で
売
り
切
れ
る
鍋
も
あ
り
、
用
意
し

た
７
０
０
食
分
も
わ
ず
か
２
時
間
で

完
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

鍋
の
募
金
額
５
５
、
７
７
０
円
は
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
義
援
金
と
し

て　

月　

日
、
佐
藤
会
長
か
ら
、
北

12

13

海
道
共
同
募
金
会
積
丹
町
分
会
の
福

井
貞
吉
会
長
へ
手
渡
さ
れ
、同
分
会
を

通
じ
交
通
遺
児
や
独
居
老
人
世
帯
な

ど
へ
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
効
率
化
に
役
立
て
ま
す
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